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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期

第３四半期連結
累計期間

第26期
第３四半期連結
累計期間

第25期
第３四半期連結
会計期間

第26期
第３四半期連結
会計期間

第25期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成21年
６月30日

自平成21年
10月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成20年
10月１日
至平成21年
９月30日

売上高（千円） 21,330,90625,338,8007,108,5169,309,37128,784,828

経常利益（千円） 1,790,2682,836,635500,380 704,7162,400,160

四半期（当期）純利益（千円） 815,2621,650,741196,566 565,0621,059,684

純資産額（千円） － － 14,241,98715,506,42214,486,839

総資産額（千円） － － 24,328,13833,283,55023,355,170

１株当たり純資産額（円） － － 15,105.1116,826.0915,369.33

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円）

927.54 1,878.10 223.64 642.89 1,205.63

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － － － －

自己資本比率（％） － － 54.6 44.4 57.8

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

1,777,3651,417,843 － － 1,468,702

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

△1,114,760△7,097,949 － － △1,360,625

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

329,2556,156,913 － － △632,033

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円）

－ － 7,035,7335,973,2815,512,948

従業員数（人） － － 2,213 2,717 2,225

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　４．第26期第３四半期連結会計期間においてシミックCMO株式会社を連結子会社化したことに伴い、総資産及び従業

員数が増加しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、シミックCMO株式会社の全株式を取得し連結子会社化しております。詳細

につきましては、「３　関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。 

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容
議決権の所有割合
又は被所有割合

(％)
関係内容

（連結子会社）

シミックCMO㈱
静岡県島田市 100,000　　CMO事業 100.0

役員の兼任:2名
資金貸付

　（注）「主要な事業の内容」欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 2,717(696)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員、人材会社からの派遣社員等）は、（　）内に当第３四

半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

      ２．当第３四半期連結会計期間において従業員数が435人、臨時雇用者が126人それぞれ増加しておりますが、こ

れは主にCMO事業においてシミックCMO株式会社を連結子会社化したことによるものであります。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,266(284)

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であり、臨

時雇用者数（契約社員、人材会社からの派遣社員等）は、（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記

載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　　（１）生産実績

　　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）　

前年同四半期比（％）　

CRO事業（千円） 4,588,737 109.0

CMO事業（千円） 2,664,371 364.2

CSO事業（千円） 886,987 140.0

ヘルスケア事業（千円） 1,623,755 106.9

その他事業（千円） 201,343 65.6

　合計（千円） 9,965,195 134.7

（注）１．金額は販売価格によっております。 

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　　（２）受注実績　

     当第３四半期連結会計期間の受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメ
ントの名称

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円）　 前年同四半期比（％）

CRO事業 3,585,277 110.5 20,706,640 146.3

CMO事業 3,309,450 390.7 1,192,523 324.5

CSO事業 1,222,409 119.1 2,355,303 195.2

ヘルスケア事業 1,398,196 82.9 8,432,852 100.6

その他事業 168,339 76.6 437,408 67.3

　合計 9,683,675 137.8 33,124,728 133.8

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．CMO事業の受注残高は確定注文を受けているもののみ計上しております。顧客からは、年間ベースの発注計画等

の提示を受けておりますが、確定注文とは異なりますので受注残高には含めておりません。

４．第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度までその他事業(新規事業)に含まれていた中国事業について、

CRO事業との類似性が見受けられるようになったため、組織再編を契機として事業の位置づけを見直し、CRO事

業に変更しております。　　

　　この影響により当第３四半期連結累計期間期首のCRO事業の受注残高は181,830千円増加し、その他事業の受注残

高は同額減少しております。

５．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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　　（３）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

CRO事業（千円） 4,393,145 104.5

CMO事業（千円） 2,457,064 322.8

CSO事業（千円） 857,669 141.5

ヘルスケア事業（千円） 1,452,260 103.3

その他事業（千円） 149,230 112.4

合計（千円） 9,309,371 131.0

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

大塚製薬株式会社 919,224 12.9 － －

第一三共プロファーマ

株式会社
－ － 1,776,606 19.1

　　　当第３四半期連結会計期間における大塚製薬株式会社に対する販売実績及び前第３四半期連結会計期間におけ

る第一三共プロファーマ株式会社に対する販売実績については、総販売実績に対する割合が100分の10未満の

ため記載を省略しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または、第２四

半期連結会計期間の四半期報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）が判断

したものであります。

(1）経営成績の分析

　医薬品業界は、高齢化社会進展にともなう政府の医療費増加抑制施策への対応、主力商品の特許切れ、新たな収益源と

なる新薬開発等、様々な課題を抱えております。

　このような背景にあって、当社グループが属する業界は製薬企業のアウトソーシングの推進により市場規模が拡大傾

向にあります。　

　当第３四半期連結会計期間においては、国内外の製薬企業から受注した医薬品開発支援等を中心に順調に事業を進め

てまいりました。CRO事業のデータマネジメント業務、CSO事業のMR（医療情報担当者）派遣業務などの売上が前年同期

に比べ大幅に増加していることや、CMO事業において、当第３四半期からシミックCMO株式会社が連結子会社となり、同

社の受託生産が始まったことなどにより、前年同期に対し増収増益となりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は9,309百万円（前年同期比2,200百万円増、31.0％増）、営業

利益は797百万円（前年同期比314百万円増、65.0％増）、経常利益は704百万円（前年同期比204百万円増、40.8％増）、

四半期純利益は565百万円（前年同期比368百万円増、187.5％増）となりました。 

　 

　事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

CRO事業

　当事業においては、主に製薬企業の医薬品開発支援に係る業務を行っております。

　当第３四半期連結会計期間においては、モニタリング業務は、新規案件を獲得したものの、一部の既存案件において顧

客都合によるプロジェクト内容の変更や開始の遅れなどの影響を受け、売上高は前年同期並で推移いたしました。デー

タマネジメント業務は好調に推移し売上高は前年同期に比べ増加いたしました。また、事業拡大のために、平成22年7月

1日を譲受日として東京CRO株式会社と同社のデータマネジメント・統計解析事業の譲受に関する契約を締結いたしま

した。株式会社応用医学研究所で行っている前臨床業務では、品質保証事業の試験で一部中止案件があったことなどに

より売上高は前年同期に比べ減少いたしました。薬事コンサルティング業務等では、ヘルスケア分野の業務が不振で

あったことから、売上高は前年同期に比べ減少いたしました。　

　この結果、CRO事業の売上高は4,439百万円（前年同期比197百万円増、4.7％増）、営業利益は668百万円（前年同期比

162百万円増、32.1％増）となりました。  

　

CMO事業

　当事業においては、主に製薬企業の医薬品等製造支援に係る業務を行っております。

　当第３四半期連結会計期間においては、シミックCMO株式会社が事業を開始したことにより、売上高は前年同期に比べ

大幅に増加いたしました。

　この結果、CMO事業の売上高は2,459百万円（前年同期比1,698百万円増、223.2％増）、営業利益は119百万円（前年同

期：営業損失17百万円）となりました。

 

CSO事業

　当事業においては、主に製薬企業の医薬品等の営業・マーケティング支援に係る業務を行っております。

　当第３四半期連結会計期間においては、株式会社シミックエムピーエスエスによるMR（医薬情報担当者）派遣業務が

大きく拡大したことから、売上高は前年同期に比べ大幅に増加いたしました。

　この結果、CSO事業の売上高は900百万円（前年同期比293百万円増、48.5％増）、営業利益は65百万円（前年同期比15

百万円増、30.7％増）となりました。
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ヘルスケア事業

　当事業においては、SMO業務、ヘルスケア情報サービスなど、主に医療機関や患者、一般消費者の医療や健康維持・増進

のための支援業務を行っております。

　当第３四半期連結会計期間においては、SMO業務を行うサイトサポート・インスティテュート株式会社（以下「SSI」

といいます。）が堅調に推移し、売上高は前年同期並に推移いたしました。また、SSIでは、旭川（北海道）、大宮（埼玉

県）、横浜（神奈川県）に新たな拠点を設け、営業体制の強化を図りました。

　この結果、ヘルスケア事業の売上高は1,484百万円（前年同期比53百万円増、3.8％増）、営業利益は20百万円（前年同

期比2百万円増、15.5％増）となりました。

 

その他事業

　当事業においては、新規事業及び研究開発に係る業務を行っております。

　当社は希少疾病用医薬品（オーファンドラッグ）の国内開発の第一案件として急性ポルフィリン症治療薬ヒトヘミ

ンの開発準備を進めています。

　当第３四半期連結会計期間においては、第二案件として尿素サイクル異常症の国内未承認薬フェニル酪酸ナトリウム

について国内開発に関するライセンス契約をユーサイクリッド社と締結いたしました。ヒトヘミン及びフェニル酪酸

ナトリウムは、厚生労働省に設置された未承認薬使用問題検討会議で医療上必要性が高いと判断される未承認薬とし

て指定されています。このようにIPD（知的財産開発、Intellectual Property Development）事業において進展があり

ました。　

　その他事業の売上高は185百万円（前年同期比12百万円増、7.5％増）、営業損失は69百万円（前年同期：営業損失79

百万円）となりました。

 

上記のセグメント毎の連結売上高及び連結営業利益は、セグメント間の内部取引を含めて記載しております。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末比で9,928百万円増加し、33,283百万円と

なりました。これは、主にシミックCMO株式会社が連結子会社になったことに伴う資産の増加によるものでありま

す。

　負債合計は、前連結会計年度末比で8,908百万円増加し、17,777百万円となりました。これは、主にシミックCMO株

式会社の株式取得のために調達した長期借入金の増加によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末比で1,019百万円増加し、15,506百万円となりました。これは、主に利益剰余金

の増加によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ4,608百万円減

少し、5,973百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,035百万円の収入（前年同期：1,267百万円の収入）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、6,310百万円の支出（前年同期：285百万円の支出）となりました。こ

れは主に、シミックCMO株式会社の株式取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、699百万円の収入（前年同期：458百万円の収入）となりました。これ

は主に、短期借入金の増加によるものであります。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当社グループは、その他事業において研究開発活動を行っております。当社では、診断薬やオーファンドラッグな

ど、自社・共同開発を通じて得る知的財産の蓄積と、新たな収益事業の一つとしてIPD（知的財産開発、

Intellectual Property Development）事業を展開しております。

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、79,225千円であります。なお、研究開

発活動の一部について助成金を受けており、助成金収入については、四半期連結損益計算書上の研究開発費より控

除しております。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について変更はありま

せん。

　

EDINET提出書類

シミック株式会社(E05292)

四半期報告書

 8/30



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、シミックCMO株式会社が連結子会社になったことにより、同社の事務所、工場

が新たに当社グループの主要な設備となりました。当該設備の状況は以下のとおりです。

　

国内子会社

 平成22年６月30日現在

会社名
事業所名
(所在地)

事業の内容 設備の内容

帳簿価額（千円）
従業員数
(人)
[外、平均
臨時雇用
者数]

建物及び
構築物

機械装置及
び運搬具

工具、器具
及び備品

土地
(面積㎡)

リース資産 その他 合計

シミック

CMO㈱ 

本社 

(静岡県

島田市)

CMO事業 
事務所 

工場 
1,834,493980,45886,545

2,593,300

(210,522.90)
－ 183,6405,678,437

286

[123]

　　　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,300,000

計 2,300,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成22年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 894,957 894,957
東京証券取引所

市場第一部　

単元株式数

10株

計 894,957 894,957 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成22年４月１日～

平成22年６月30日　
―　 894,957 ―　 3,087,750 ―　 5,960,881

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 

 

（注）当第３四半期会計期間の末日後、この四半期報告書の提出日までにタイヨウ・パール・ジー・ピー・エ

ル・ティー・ディー及びその共同保有者であるタイヨウ・ブルー・ジー・ピー・エルエルシーから、平成

22年８月６日付で共同保有による大量保有報告書の提出があり、平成22年８月２日現在で以下の株式を共

同保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質

所有株式数の確認ができません。

　　　　　　　なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。　　
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氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（株）

株券等保有割合　　
（％）

タイヨウ・パール・ジー・ピー・エル・

ティー・ディー

ケイマン諸島　グランドケイマン　

ジョージタウン　メアリー・ストリー

ト８７　ウォーカー・ハウス

43,850 4.90

タイヨウ・ブルー・ジー・ピー・エルエル

シー

アメリカ合衆国、デラウェア州１９８

０８、ウィルミントン、スート４００、

センターヴィルロード２７１１

1,120 0.13

　計 　― 44,970 5.02

　

　

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　   16,010 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　  873,010 87,301 －

単元未満株式 　普通株式　 　 5,937 － －

発行済株式総数 894,957 － －

総株主の議決権 － 87,301 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、すべて当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が10株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　シミック株式会社
東京都品川区西五反田七

丁目10番４号
16,010－ 16,010 1.79

計 － 16,010－ 16,010 1.79

　（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、16,020株であります。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
10月

11月 12月
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 24,56022,74019,76019,63019,39021,80028,34026,86027,040

最低（円） 21,90017,76017,83018,00018,20018,63020,30023,25023,220

 （注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年10月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　また、当第３四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間

（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）附則第７条第１項第４号ただし書きにより、

改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、あずさ監査法人による四半期レビューを受け、当第３四半期連結会計期間（平成22年４

月１日から平成22年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

  なお、あずさ監査法人は、平成22年７月１日付で有限責任監査法人に移行したことに伴い、名称を有限責任 あずさ

監査法人に変更しております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,589,146 5,953,343

受取手形及び売掛金 7,364,050 5,931,046

商品及び製品 175,791 18,904

仕掛品 2,440,180 1,440,757

原材料及び貯蔵品 355,527 216,119

その他 1,843,031 1,242,399

貸倒引当金 △1,482 △1,644

流動資産合計 18,766,244 14,800,925

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 4,115,144

※1
 2,271,590

土地 4,360,457 1,716,675

その他（純額） ※1
 2,274,468

※1
 1,013,795

有形固定資産合計 10,750,071 5,002,061

無形固定資産

のれん 593,990 672,291

その他 732,067 620,343

無形固定資産合計 1,326,057 1,292,634

投資その他の資産

投資有価証券 449,610 464,726

敷金及び保証金 1,227,441 1,178,715

その他 796,784 620,843

貸倒引当金 △32,659 △4,737

投資その他の資産合計 2,441,177 2,259,548

固定資産合計 14,517,306 8,554,244

資産合計 33,283,550 23,355,170

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,319,341 536,240

短期借入金 2,706,100 1,428,600

未払法人税等 1,009,294 931,871

賞与引当金 456,782 1,080,928

その他の引当金 99,413 195,642

その他 4,322,653 2,556,477

流動負債合計 9,913,585 6,729,759

固定負債

長期借入金 5,967,600 691,300

退職給付引当金 1,463,018 1,186,635

その他 432,924 260,635

固定負債合計 7,863,542 2,138,571

負債合計 17,777,128 8,868,330
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,087,750 3,087,750

資本剰余金 5,960,881 5,960,881

利益剰余金 6,419,341 5,082,406

自己株式 △416,460 △416,285

株主資本合計 15,051,511 13,714,752

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △262,442 △205,974

評価・換算差額等合計 △262,442 △205,974

少数株主持分 717,352 978,061

純資産合計 15,506,422 14,486,839

負債純資産合計 33,283,550 23,355,170
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 21,330,906 25,338,800

売上原価 15,595,613 18,184,300

売上総利益 5,735,292 7,154,499

販売費及び一般管理費 ※1
 3,906,486

※1
 4,300,285

営業利益 1,828,805 2,854,214

営業外収益

受取利息 11,080 6,555

受取賃貸料 16,536 17,936

受取配当金 7,379 3,000

負ののれん償却額 26,878 －

持分法による投資利益 1,030 －

為替差益 － 67,675

その他 25,401 27,587

営業外収益合計 88,305 122,754

営業外費用

支払利息 29,976 57,355

為替差損 19,690 －

出資金等持分損失負担額 58,188 69,756

持分法による投資損失 － 1,522

その他 18,987 11,699

営業外費用合計 126,842 140,333

経常利益 1,790,268 2,836,635

特別利益

固定資産売却益 － 28

負ののれん発生益 － 271,703

過年度研究開発費控除額 － 26,685

特別利益合計 － 298,417

特別損失

固定資産除却損 23,073 14,200

退職給付費用 29,328 －

固定資産減損損失 － 25,468

投資有価証券評価損 10,531 6,478

特別損失合計 62,934 46,147

税金等調整前四半期純利益 1,727,334 3,088,906

法人税、住民税及び事業税 1,196,929 1,695,575

法人税等調整額 △365,310 △326,700

法人税等合計 831,619 1,368,875

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,720,030

少数株主利益 80,452 69,289

四半期純利益 815,262 1,650,741
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 7,108,516 9,309,371

売上原価 5,323,977 7,027,488

売上総利益 1,784,539 2,281,882

販売費及び一般管理費 ※1
 1,301,476

※1
 1,484,776

営業利益 483,062 797,105

営業外収益

受取利息 3,893 2,310

受取賃貸料 5,471 8,035

受取配当金 1,800 3,000

負ののれん償却額 8,959 －

持分法による投資利益 350 －

為替差益 17,945 －

受取管理料 － 12,954

その他 11,395 6,002

営業外収益合計 49,816 32,302

営業外費用

支払利息 9,845 37,780

為替差損 － 60,684

出資金等持分損失負担額 15,793 21,604

持分法による投資損失 － 641

その他 6,859 3,980

営業外費用合計 32,498 124,691

経常利益 500,380 704,716

特別利益

固定資産売却益 － 13

負ののれん発生益 － 271,703

過年度研究開発費控除額 － 26,685

特別利益合計 － 298,402

特別損失

固定資産除却損 22,296 7,341

投資有価証券評価損 10,531 1,720

特別損失合計 32,828 9,062

税金等調整前四半期純利益 467,552 994,056

法人税、住民税及び事業税 522,231 720,769

法人税等調整額 △259,172 △305,799

法人税等合計 263,059 414,969

少数株主損益調整前四半期純利益 － 579,086

少数株主利益 7,926 14,023

四半期純利益 196,566 565,062
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,727,334 3,088,906

減価償却費 474,872 892,189

固定資産減損損失 － 25,468

のれん償却額 82,402 77,574

負ののれん償却額 △26,878 －

負ののれん発生益 － △271,703

受取利息及び受取配当金 △18,459 △9,555

支払利息 29,976 57,355

投資有価証券評価損益（△は益） 10,531 6,478

出資金等持分損失負担額 58,188 69,756

固定資産除却損 23,073 14,200

固定資産売却損益（△は益） － △28

売上債権の増減額（△は増加） △83,395 △1,441,991

たな卸資産の増減額（△は増加） △237,961 △1,170,575

仕入債務の増減額（△は減少） 89,949 789,473

その他 1,116,532 880,456

小計 3,246,166 3,008,005

利息及び配当金の受取額 18,462 9,555

利息の支払額 △31,035 △57,773

法人税等の支払額 △1,456,227 △1,541,943

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,777,365 1,417,843

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △318,318 △427,264

定期預金の払戻による収入 485,738 250,784

有形固定資産の取得による支出 △688,588 △601,271

有形固定資産の売却による収入 － 60

無形固定資産の取得による支出 △258,515 △225,535

投資有価証券の取得による支出 △98,077 △65,275

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△143,670 △5,644,386

子会社株式の取得による支出 － △282,222

その他 △93,329 △102,839

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,114,760 △7,097,949

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,400,000 1,051,000

長期借入れによる収入 150,000 6,000,000

長期借入金の返済による支出 △518,704 △497,200

リース債務の返済による支出 △40,447 △72,212

子会社の自己株式の取得による支出 － △45

配当金の支払額 △259,447 △303,671

少数株主への配当金の支払額 △22,488 △20,760

自己株式の処分による収入 － 55

自己株式の取得による支出 △379,657 △253

財務活動によるキャッシュ・フロー 329,255 6,156,913

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26,803 △16,473

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 965,056 460,333

現金及び現金同等物の期首残高 6,070,677 5,512,948

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,035,733

※1
 5,973,281
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事

項の変更

　

(1）連結の範囲の変更

　当第３四半期連結会計期間にシミックCMO株式会社の株式を新たに取得したため、当第３

四半期連結会計期間より同社を連結の範囲に含めております。

(2）変更後の連結子会社の数 

　14社

２．会計処理基準に関する

事項の変更

　

（受注制作のソフトウェアに係る収益計上基準の変更）

　受注制作のソフトウェア契約に係る収益の計上基準については工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）

及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年

12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した受

注契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認めら

れる契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契

約については工事完成基準を適用しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益への影響はありません。

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　当第３四半期連結会計期間より「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平

成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12

月26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20

年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年

12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準

適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）が平成21年４月１日以

後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、当第３四半期連結累計期間では、新たに「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

                                                                                      　　　　　　　　　　　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第３四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他（純額）」に含めて表示しておりました「土地」は、資

産総額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

　なお、前第３四半期連結会計期間における有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる「土地」は1,713百万円であ

ります。

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）が平成21年４月１日以

後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、当第３四半期連結会計期間では、新たに「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

２．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

３．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省

略し、前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算

出しております。

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合

に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、6,711,392千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、6,011,843千円で

あります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。　

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。　

　 給与手当 1,219,541千円

　 賞与及び賞与引当金繰入額 233,497 

　 退職給付費用 37,090 

　 給与手当 1,122,964千円

　 賞与及び賞与引当金繰入額 240,042 

　 退職給付費用 49,641 

   貸倒引当金繰入額 35,671 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。　

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。　

　 給与手当 549,362千円

　 賞与及び賞与引当金繰入額 71,145 

　 退職給付費用 13,189 

　 貸倒引当金繰入額 △447 

　 給与手当 387,631千円

　 賞与及び賞与引当金繰入額 68,815 

　 退職給付費用 16,832 

　 貸倒引当金繰入額 △254 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

　現金及び預金勘定 7,479,431千円

　預入期間が

　３ケ月を超える定期預金
△443,697

　現金及び現金同等物 7,035,733

 

　現金及び預金勘定 6,589,146千円

　預入期間が

　３ケ月を超える定期預金
△615,865

　現金及び現金同等物 5,973,281
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年10月１日　至平

成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式 894,957株

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式 16,020株

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年12月15日

定時株主総会
普通株式 146,783 167平成21年９月30日平成21年12月16日利益剰余金

平成22年５月７日

取締役会　
普通株式 166,999 190平成22年３月31日平成22年６月15日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

 前第３四半期連結会計期間（自平成21年４月 1日　至平成21年６月30日）

 
CRO事業
（千円）

CMO事業
（千円）

CSO事業
（千円）

ヘルスケア
事業　
（千円）　

その他事業
　

（千円）　

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
4,202,166761,070606,2381,406,328132,7127,108,516－ 7,108,516

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

40,193 8 － 24,04539,571103,817(103,817) －

計 4,242,359761,078606,2381,430,373172,2847,212,333(103,817) 7,108,516

営業利益

又は営業損失(△)
506,580△17,68450,37017,874△79,388477,7525,310483,062

 当第３四半期連結会計期間（自平成22年４月 1日　至平成22年６月30日）

 
CRO事業
（千円）

CMO事業
（千円）

CSO事業
（千円）

ヘルスケア
事業　
（千円）　

その他事業
　

（千円）　

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
4,393,1452,457,064857,6691,452,260149,2309,309,371－ 9,309,371

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

46,6142,61342,52231,85235,909159,511(159,511) －

計 4,439,7592,459,677900,1911,484,113185,1399,468,882(159,511) 9,309,371

営業利益

又は営業損失(△)
668,965119,72765,82120,648△69,378805,784(8,678)797,105
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 前第３四半期連結累計期間（自平成20年10月 1日　至平成21年６月30日）

 
CRO事業
（千円）

CMO事業
（千円）

CSO事業
（千円）

ヘルスケア
事業　
（千円）　

その他事業
　

（千円）　

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
12,420,0212,046,1931,405,4954,707,280751,91521,330,906－ 21,330,906

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

56,39712,854 9 78,086116,638263,986(263,986) －

計 12,476,4192,059,0481,405,5044,785,367868,55321,594,892(263,986)21,330,906

営業利益

又は営業損失(△)
1,415,294△8,950 1,142645,325△229,3161,823,4955,3101,828,805

　

 当第３四半期連結累計期間（自平成21年10月 1日　至平成22年６月30日）

 
CRO事業
（千円）

CMO事業
（千円）

CSO事業
（千円）

ヘルスケア
事業　
（千円）　

その他事業
　

（千円）　

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
12,815,8553,900,1432,436,8315,433,457752,51225,338,800－ 25,338,800

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

119,4692,70399,56445,128107,559374,424(374,424) －

計 12,935,3243,902,8462,536,3965,478,586860,07125,713,225(374,424)25,338,800

営業利益

又は営業損失(△)
1,937,287141,119187,741824,960△230,7882,860,319(6,104)2,854,214

　　（注）１．事業区分の方法

　　　　　　　事業は、商品・サービスの系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

　　　　　２．各区分に属する主要な業務

　　　　　　　　CRO事業　　　　：モニタリング業務、データマネジメント業務、薬事コンサルティング業務、前臨床

　　　　　　　　　　　　　　　　 業務

　　　　　　　　CMO事業　　　　：医薬品等製造支援

　　　　　　　　CSO事業　　　　：医薬品マーケティング支援業務、MR派遣業務

　　　　　　　　ヘルスケア事業 ：SMO業務、ヘルスケア情報サービス

　　　　　　　　その他事業　　 ：人事組織支援、診断薬開発、新規事業他

　　　　　３．事業区分の方法の変更

　第1四半期連結会計期間より、前連結会計年度までその他事業(新規事業)に含まれていた中国事業につい

て、CRO事業との類似性が見受けられるようになったため、組織再編を契機として事業の位置づけを見直し、

CRO事業に変更しております。　　

　この変更による当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であ

ります。

　　　　　４．当第３四半期連結会計期間において、シミックCMO株式会社が連結子会社となったことに伴い、CMO事業における

資産の金額が8,544百万円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年４月１日　至平成22年６月30日）　

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。　

 

　前第３四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年10月１日　至平成22年６月30日）　

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。　

 

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

　前第３四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年10月１日　至平成22年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　デリバティブ取引（ヘッジ会計が適用されているものを除く。）において、前連結会計年度の末日に比べて著しい

変動はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

パーチェス法の適用

　

１．被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式並びに結合後

企業の名称及び取得した議決権比率

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　シミックCMO株式会社

事業の内容　　　　　医薬品等製造

（2）企業結合を行った主な理由

当社グループは、開発から製造、販売まで、製薬企業の医薬品事業をフルサポートする体制を整え、当社独自

のビジネスモデルであるPVC（Pharmaceutical Value Creator）のもと、製薬企業の価値最大化に取り組んで

おります。

　医薬品製造支援（CMO）事業においては、2005年の薬事法改正以来、日本、韓国、米国の３カ国に工場を有し、

医療用医薬品、OTCなどの製造に対応した事業の展開を図ってまいりました。

　本企業結合により固形剤ならびに注射剤の生産が可能となることから、ほぼ全ての剤形の製造受託が可能と

なり、医薬品製造のファブレス化やアウトソーシング化を進める製薬企業の多種多様なニーズに対し、柔軟か

つ迅速なサービスの提供が可能となります。

今後は、シミックCMO株式会社を加えた４拠点の連携強化で製造技術や製剤開発力の強化を行い、高い品質

と柔軟で安定した生産供給を目指してまいります。また、PVCモデルを活かし、医薬品開発支援（CRO）事業や

医薬品営業支援(CSO)事業との連携を深めることで、製薬会社の生産機能である治験薬製造から商業生産まで

の一貫受託も可能な支援サービスが提供できるよう、CMO事業の拡充に傾注してまいります。

（3）企業結合日

平成22年４月１日

（4）企業結合の法的形式、並びに結合後企業の名称

企業結合の法的形式　　現金を対価とする株式取得

結合後企業の名称　　　変更はありません。　

（5）取得した議決権比率

100％

（6）取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　 当社による現金を対価とする株式取得であること。

２．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成22年４月１日から平成22年６月30日まで

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金及び預金 5,740,400千円

取得に直接要した費用 弁護士費用 2,643千円

取得原価  5,743,043千円

４．負ののれん発生益の金額及び発生原因

（1）負ののれん発生益の金額

242,056千円

（2）発生原因

被取得企業の資産及び負債を企業結合日の時価で算定した額（純額）が、取得原価合計を上回ることにより

発生しております。

５．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期連結損益

計算書に及ぼす影響の概算額

　概算額の算定が困難であるため、影響額の記載はしておりません。なお、当該影響の概算額について、監査証明

は受けておりません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

１株当たり純資産額 16,826.09円 １株当たり純資産額 15,369.33円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 927.54円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1,878.10円

　同左

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 815,262 1,650,741

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 815,262 1,650,741

期中平均株式数（株） 878,949 878,943

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 223.64円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 642.89円

　同左

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 196,566 565,062

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 196,566 565,062

期中平均株式数（株） 878,944 878,940

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

　　

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　　当第３四半期連結会計期間において、リース取引関係については、著しい変動はありません。

２【その他】

　平成22年５月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………166,999千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………190円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年６月15日

（注）平成22年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年8月14日

シミック株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 横井　直人　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩出　博男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシミック株式会社の

平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シミック株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

１．セグメント情報の「事業の種類別セグメント情報」（注）３．事業区分の方法の変更に記載されているとおり、会社

は事業の種類別セグメント情報における事業区分を変更した。 

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年7月31日付の取締役会において、第一三共株式会社（以下

「第一三共」）との間で、第一三共の完全子会社である第一三共プロファーマ株式会社静岡工場の土地・建物・設備など

の資産を譲り受け、同工場における現有製造品目の生産を受託することに関する基本合意書を締結することを決議し、同日

付で第一三共との間で基本合意書を締結した。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月13日

シミック株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 横井　直人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩出　博男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシミック株式会社の

平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シミック株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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